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第
一
部　

特
別
講
演

　

大
陸
、
日
本
語
と
し
て 

　
　

リ
ー
ビ　

英
雄　

氏

 

　

司
会　

藤
井　

省
三
（
東
京
大
学
）

　

講
演
者
の
リ
ー
ビ
英
雄
氏
は
、
作
家
・
日
本
文
学
研
究
者
。
１
９
５
０
年
生
ま
れ
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
卒
業
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
経
て
、
現

在
、
法
政
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
。
米
国
・
台
湾
・
香
港
・
日
本
と
幼
少
期
よ
り
越
境
を
繰
り
返
し
た
自
身
の
体
験
に
根
ざ
し
た
作
品
を
発
表
。
主
な

著
書
に
『
英
訳 

万
葉
集
』（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
版
社
、
１
９
８
１
年
、
全
米
図
書
賞
）、『
星
条
旗
の
聞
こ
え
な
い
部
屋
』（
講
談
社
、
１
９
９
２
年
、

野
間
文
芸
新
人
賞
）、『
天
安
門
』（
講
談
社
、
１
９
９
６
年
）、『
千
々
に
く
だ
け
て
』（
講
談
社
、
２
０
０
５
年
、
大
佛
次
郎
賞
）、『
仮
の
水
』（
講
談

社
、
２
０
０
８
年
、
伊
藤
整
文
学
賞
）
な
ど
。
近
年
は
中
国
に
関
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
な
作
品
も
多
く
、『
我
的
中
国
』（
岩
波
書
店
、
２
０
０
４

年
）、『
延
安
│
│
革
命
聖
地
へ
の
旅
』（
岩
波
書
店
、
２
０
０
８
年
）、『
大
陸
へ
│
│
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
現
在
を
日
本
語
で
書
く
』（
岩
波
書
店
、

２
０
１
２
年
）
な
ど
、
作
家
の
視
点
か
ら
現
在
の
中
国
を
生
々
し
く
浮
き
彫
り
に
す
る
。
例
え
ば
、『
大
陸
へ
』
に
記
録
さ
れ
た
河
南
省
の
貧
し
い
炭
坑

ま
ち
の
姿
。
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
ざ
わ
め
き
や
息
づ
か
い
、
さ
ら
に
は
あ
た
り
を
う
っ
す
ら
と
蔽
う
闇
の
質
量
ま
で
も
が
読
む
者
へ
と
迫
る
か
の
よ
う

だ
。
紛
れ
も
な
く
こ
こ
に
は
「
文
学
」
の
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
本
講
演
で
は
、
第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
っ
て
、
作
家
の
肉
眼
が
と
ら
え
た

生な
ま

の
中
国
像
を
提
示
す
る
。



‒ 41 ‒

第
二
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

中
国
と
は
な
に
か
│
言
葉
と
権
力 

　
　
　
　

金　
　

文
京
（
京
都
大
学
）

 

　
　
　
　

小
島　

　

毅
（
東
京
大
学
）

 

　
　
　
　

濱
田　

麻
矢
（
神
戸
大
学
）

 

　

司
会　

浅
見　

洋
二
（
大
阪
大
学
）

　

今
日
の
世
界
に
お
い
て
中
国
は
強
烈
な
ま
で
の
存
在
感
を
示
し
つ
つ
あ
る
。
中
国
が
世
界
史
の
中
心
に
ふ
た
た
び
躍
り
出
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
国
家
レ
ベ
ル
か
ら
個
人
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
、
同
時
代
の
中
国
が
孕
む
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
重
要
か
つ
切
実
な
も
の
と
な
っ
て

我
々
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

中
国
哲
学
・
思
想
史
、
中
国
文
学
、
中
国
語
学
な
ど
を
専
攻
す
る
わ
れ
わ
れ
日
本
中
国
学
会
会
員
の
多
く
は
、
書
物
・
文
献
の
な
か
に
表
象
さ
れ
た
中

国
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
か
か
る
視
点
か
ら
同
時
代
の
、
現
実
の
中
国
を
見
る
と
き
、
し
ば
し
ば
感
じ
る
の
は
「
書
物
の
な
か
の
中
国
」
と
「
現
実

の
中
国
」
と
が
示
す
微
妙
で
複
雑
な
、
曰
く
言
い
難
い
関
係
性
で
あ
る
。
両
者
は
一
見
す
る
と
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
一
方
で
時
と
し
て

意
外
な
ま
で
に
近
し
い
姿
を
見
せ
る
。
い
っ
た
い
両
者
は
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
あ
る
い
は
重
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
あ
ら
た
め
て
中
国

を
と
ら
え
返
す
と
き
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
四
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
の
視
点
か
ら
ふ
た
つ

の
中
国
像
を
比
較
・
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
儒
家
の
経
典
の
な
か
に
記
さ
れ
た
国
家
の
規
範
、
官
僚
文
人
の
詩
に
表
現
さ
れ
た
知
識
人
と
皇
帝
や
民
と
の

関
わ
り
、
戯
曲
・
小
説
に
描
か
れ
た
庶
民
社
会
の
諸
相
、
あ
る
い
は
ま
た
近
現
代
の
文
学
に
刻
み
込
ま
れ
た
国
民
国
家
の
影
、
等
々
を
手
が
か
り
に
し

て
。
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ひ
と
く
ち
に
「
書
物
の
な
か
の
中
国
」
と
「
現
実
の
中
国
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
身
は
多
様
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も

多
様
で
あ
り
う
る
。
こ
こ
で
は
あ
る
ひ
と
つ
の
問
題
視
角
を
設
定
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
「
言
葉
と
権
力
」。
こ
こ
に
言
う
「
権
力
」
と
は
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
権
力
を
含
む
。
皇
帝
や
王
の
権
力
か
ら
、
地
域
の
有
力
者
や
家
長
の
権
力
に
至
る
ま
で
。
こ
う
し
た
実
体
を
伴
う
権
力
の
ほ
か
に
、
法
や
規
範

な
ど
よ
り
抽
象
的
な
権
力
も
含
め
て
い
い
だ
ろ
う
。
お
よ
そ
人
が
社
会
生
活
を
営
む
と
こ
ろ
、
つ
ね
に
権
力
関
係
は
生
ず
る
。
し
か
も
権
力
は
上
か
ら
降

り
て
く
る
だ
け
で
は
な
い
。
下
か
ら
も
、
内
か
ら
も
や
っ
て
く
る
。
一
方
の
「
言
葉
」
と
は
、
皇
帝
や
官
僚
が
下
す
命
令
の
言
葉
か
ら
、
知
識
人
や
藝
能

者
が
操
る
高
踏
的
・
技
巧
的
な
言
葉
、
さ
ら
に
は
名
も
無
き
民
が
生
活
の
な
か
で
発
す
る
日
常
卑
近
な
言
葉
に
至
る
ま
で
、
や
は
り
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

含
む
。
一
般
的
に
言
葉
は
、
多
種
多
様
な
権
力
が
織
り
な
す
社
会
的
な
関
係
性
の
網
目
の
な
か
に
あ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
交
換
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
ゆ

く
。
そ
の
過
程
で
言
葉
は
、
権
力
に
対
し
て
時
に
は
迎
合
し
時
に
は
抵
抗
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
。
言
葉
そ
れ
自
体
が
権
力
と
化
す

こ
と
す
ら
あ
る
だ
ろ
う
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
か
か
る
権
力
と
言
葉
の
関
係
性
と
い
う
問
題
に
即
し
て
中
国
な
る
も
の
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
る
。

　

お
そ
ら
く
は
討
議
を
通
し
て
、
安
易
な
概
括
を
許
さ
ぬ
複
雑
で
多
面
的
な
中
国
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。
善
と
悪
、
美
と
醜
、
公
共
と
利

己
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
、
等
々
と
い
っ
た
相
反
す
る
要
素
が
さ
ま
ざ
ま
に
錯
綜
し
て
衝
突
・
融
合
を
繰
り
返
す
か
の
よ
う
な
。
そ
の
多
面
体

と
し
て
の
中
国
を
、
日
本
に
お
け
る
中
国
学
の
問
題
と
し
て
い
か
に
受
け
と
め
て
ゆ
く
べ
き
な
の
か
、
わ
れ
わ
れ
の
中
国
学
の
未
来
を
展
望
す
る
場
と
し

た
い
。


